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大雪山旭岳の巡検において、チシマザサが地球温暖化に伴い、高山植生のニッチに
侵入して生息域を広げていることや、高山植生保全のためにその刈り取りが行われ
ているところを目にした。人間が元の自然環境を守るために手を加えるのは正しい
「保全」なのか、人間は自然へどこまで手を加えるべきか、という疑問を持った。

問題意識 自然への人為的介入と保全

地球環境は絶えず変動し、生物も常に変化・
適応している。地球温暖化など人為的影響を
取り除くために過度に環境に手を加えると、生
物の自然な変化を妨げるから、過度な保全は
よくないと考える。

保全の是非を考える理由

近年、人新世という人類が地質に影響を与える現代を含む新た
な地質年代が提唱されている。プレートテクトニクスや火山噴火
による地質形成と同等の力を人類の活動が持つことを示すと言
える。したがって、保全もその影響を慎重に考えて行わなければ
いけない。

人間の地球環境への介入

生物の保全は生態系全体に影響を与えるの
で、様々な要素を考慮する必要がある。そこで、
保全の必要度合いを数値化することで、種の
多様性を守ることと自然への人為的介入を抑
えることを両立できると提案する。

提案 保全の基準を数値化

点数化の方法

プラスティ礫岩
玄武岩礫、サンゴ破片、プラスティック礫が
混在する岩石。岩石にも人間由来の特異性が
見られ、人新世を象徴する。

天人峡
       （大雪山旭岳山麓）
柱状節理は約3万4千年前
の火山噴火で形成された。

チシマザサの
刈り取りによる
高山植生保全

８項目で評価する。例として大雪山などに生息するエゾオオマルハナバチを用いた（以下、マルハナバチと略す）。

人間が地球環境に過干渉しないことと、生態系のバランスの維持を両立させるために、綿密なモニタリングと保全の
基準が必要。しかし、全てを数理化して判断することは難しく、「絶対に正しい基準」というものを見出すことはできない。
そこで、基準を設けて結論付けるのではなく、常によりよい策はあるのか考え続けるべきだ。

まとめ

保全の基準

１～８（７）の項目
での点数を合計

マルハナバチの場合

合計７６．７５より、
保全を検討するべき！

119点満点
  （106点満点）
→70％を保全の
   基準にする

合計が
83.3(74.2)以上の
生物
→保全を

前向きに検討
83.3(74.2)未満の
生物
→経過観察

→マルハナバチでは適用しない
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